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湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
契
栗
山
公
園
の
修
景
池
は

ポ
ン
プ
故
障
に
よ
り
水
が
抜
か

れ
、
今
は
雨
水
が
溜
ま
っ
て
い

る
。
カ
ル
ガ
モ
の
子
育
て
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
市
民
も
心
配

し
て
い
る
。
早
急
に
復
旧
し
て

欲
し
い
。
形
長
年
使
わ
れ
て
お

ら
ず
ひ
び
の
入
っ
た
噴
水
設
備

も
こ
の
機
会
に
対
応
を
。
径
元

々
ゴ
ミ
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
池
の
清
掃
は
充
分
か
。

低
未
利
用
公
園
の
整
理
等
に
よ

り
、
必
要
な
管
理
費
用
が
行
き

渡
る
よ
う
合
理
化
す
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
機
械
が
受
注

生
産
の
た
め
ど
う
し
て
も
最
短

５
か
月
か
か
る
。
工
事
期
間
中

は
警
備
員
を
配
置
す
る
な
ど
利

用
者
に
は
最
大
限
配
慮
す
る
。

形
整
備
を
行
い
た
い
。
噴
水
復

活
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
た
め
、

将
来
的
に
噴
水
に
戻
せ
る
余
地

を
残
し
た
上
で
、
一
旦
花
壇
等

に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
径

公
園
等
整
備
基
本
方
針
を
策
定

し
て
方
針
を
具
体
化
し
て
い
く
。

　

許
子
ど
も
の
日
焼
け
は
後
年

の
皮
膚
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
。
プ
ー
ル
の
水
が
汚
れ
る
と

の
理
由
か
ら
日
焼
け
止
め
の
使

用
を
禁
止
す
る
学
校
が
あ
る
が
、

専
門
機
関
は
耐
水
性
で
あ
れ
ば

水
質
を
汚
濁
し
な
い
と
し
て
使

用
を
推
奨
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
健
康
を
第
一
に
、
プ
ー
ル
授

業
で
の
日
焼
け
止
め
や
ラ
ッ
シ

ュ
ガ
ー
ド
着
用
を
認
め
る
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

屋
外
活
動

に
お
け
る
健
康
管
理
に
配
慮
す

る
よ
う
各
学
校
に
周
知
し
た
い
。

栗
山
公
園
の
池
／
プ
ー

栗
山
公
園
の
池
／
プ
ー
ルル

授
業
の
日
焼
け
止
め
解

授
業
の
日
焼
け
止
め
解
禁禁

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
地
域
包
括
ケ
ア
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
に
は
医
療
と
介

護
の
連
携
と
同
時
に
、
在
宅
医

療
体
制
の
増
強
が
重
要
で
あ
る

が
、
市
は
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
か
ら
は
「
病
院
に
通
え
な

く
な
っ
た
ら
お
家
で
診
て
も
ら

え
る
の
か
不
安
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
市
が
支
援
し

課
題
を
解
決
す
る
べ
き
。

　

高
齢
福
祉
担
当
課
長　

各
関

係
機
関
と
の
会
議
で
は
課
題
の

抽
出
と
検
討
を
し
て
い
る
。
そ

こ
で
出
た
課
題
に
つ
い
て
は
ま

だ
予
算
化
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

許
社
協
バ
ス
「
み
ど
り
号
」

は
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い

る
。
市
民
か
ら
は
「
廃
止
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
出

て
い
る
。
運
行
業
務
の
廃
止
は

や
め
る
べ
き
。
存
続
を
さ
せ
る

か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る

バ
ス
を
同
じ
よ
う
な
低
負
担
で

利
用
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
補

助
な
ど
対
策
を
と
る
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

同
様
の
業

務
の
継
続
は
財
政
的
に
厳
し
い
。

補
助
等
の
対
策
は
慎
重
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

距
本
町
住
宅
の
一
部
建
て
替

え
に
関
し
て
、
住
民
追
い
出
し

の
や
り
方
は
許
せ
な
い
。
市
は

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
と
連
携

し
、
早
期
に
住
民
へ
丁
寧
な
説

明
や
対
応
を
行
い
、
住
宅
保
障

な
ど
必
要
な
支
援
を
す
る
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

東
京
都
住

宅
供
給
公
社
に
対
し
て
丁
寧
な

対
応
や
支
援
な
ど
要
望
を
伝
え

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

在
宅
医
療
の
充
実

在
宅
医
療
の
充
実
をを

／
社
協
バ
ス
の
存
続

／
社
協
バ
ス
の
存
続
をを

紀
由
紀
子

（
公
明
党
）

　

虚
健
康
長
寿
の
た
め
の
フ
レ

イ
ル
（
加
齢
に
よ
る
心
身
の
虚

弱
）
予
防
と
在
宅
医
療
・
介
護

の
推
進
に
つ
い
て
契
要
介
護
に

な
る
要
因
は
何
か
。
形
予
防
に

つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル
は
筋
力
が

衰
え
る
「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」、

う
つ
や
認
知
機
能
が
低
下
す
る

「
心
理
的
・
認
知
的
フ
レ
イ
ル
」、

独
居
や
経
済
的
困
窮
、
孤
食
に

よ
る
「
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」
が

あ
る
。
そ
の
推
進
は
ど
う
か
。

　

許
契
さ
く
ら
体
操
の
現
状
・

課
題
と
推
進
は
。
形
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
課
題
と
推
進
は
。
径
高
齢
者

の
食
育
（
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

や
減
塩
や
孤
食
の
課
題
）
の
今

後
の
展
開
は
。
恵
口
腔
ケ
ア
の

推
進
を
。
オ
認
知
症
カ
フ
ェ
や

介
護
者
家
族
会
等
の
支
援
す
る

人
を
支
え
る
対
策
の
推
進
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

虚
契
１
位

は
認
知
症
、
２
位
は
脳
血
管
疾

患
、
３
位
は
フ
レ
イ
ル
で
、
介

護
予
防
や
重
度
化
へ
の
対
策
が

重
要
で
あ
る
。
形
是
非
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

許
契
さ
く
ら
体
操
の
管
理
会

場
８
か
所
で
年
間
１
万
８
千
人

の
参
加
者
数
。
リ
ー
ダ
ー
や
会

場
の
確
保
に
努
め
た
い
。
形
受

入
事
業
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

拡
充
の
た
め
周
知
に
努
め
た
い
。

径
介
護
と
健
康
分
野
で
連
携
し
、

予
防
に
努
め
た
い
。
恵
口
腔
ケ

ア
は
、
フ
レ
イ
ル
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
進
め
て
い
き
た
い
。

オ
介
護
者
手
帳
を
配
布
し
介
護

者
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

健
康
長
寿
の
フ
レ
イ
ル
予

健
康
長
寿
の
フ
レ
イ
ル
予
防防

と
在
宅
医
療
介
護
推

と
在
宅
医
療
介
護
推
進進

片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

　

虚
契
政
策
決
定
過
程
の
文
書

は
永
年
保
存
を
。
形
子
ど
も
の

権
利
条
例
制
定
の
経
緯
は
、
見

直
し
の
た
め
重
要
だ
が
、
な
ぜ

残
っ
て
い
な
い
の
か
。
径
障
害

者
差
別
解
消
条
例
の
資
料
も
永

年
保
存
を
。
恵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
歴
史
文
書
保
存
の
検
討
の

際
に
公
文
書
管
理
条
例
を
作
り

公
文
書
館
を
整
備
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

契
他
市
事
例
を

参
考
に
研
究
す
る
。
恵
他
市
の

動
向
に
留
意
す
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

形
廃
棄

年
度
が
来
た
の
で
廃
棄
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
永
年
保

存
の
判
断
に
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

許
契
市
民
に
対
し
て
警
察
を

呼
ぶ
の
は
な
ぜ
か
。
全
庁
的
に

把
握
す
べ
き
。
形
措
置
入
院
後

の
市
の
支
援
体
制
は
。

　

総
務
部
長　

契
個
別
事
案
に

よ
る
。
意
見
で
受
け
と
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、
新
学
習
指
導
要
領
、

道
徳
教
科
化
、
も
く
せ
い
教
室
、

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
、

社
会
教
育
と
福
祉
の
連
携
の
見

解
を
新
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

公
文
書
管
理
条
例
／
市
役

公
文
書
管
理
条
例
／
市
役
所所

に
警
察
は
呼
ば
な
い

に
警
察
は
呼
ば
な
い
でで

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

　

虚
私
の
本
来
の
考
え
方
は
、

新
庁
舎
と
新
福
祉
会
館
を
そ
れ

ぞ
れ
に
単
独
に
し
、
最
短
時
間

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
最
良
と

考
え
て
い
る
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
福

祉
会
館
は
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、

リ
ー
ス
庁
舎
の
賃
貸
料
は
無
駄

遣
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
長

の
政
策
と
し
て
進
め
て
き
た
現

在
、
巻
き
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
平
成　

年
開
庁
を
遅
ら
せ

３４

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
不

本
意
だ
が
複
合
化
を
容
認
せ
ざ

る
を
得
な
い
。Ｃ
ｒ
ｅ
儿
２
案

は
決
定
と
考
え
て
良
い
の
か
。

　

市
長　

市
と
し
て
決
定
し
て

お
り
、
私
の
考
え
で
も
あ
る
。

　

許
契
新
庁
舎
建
設
に
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
（
Ｄ
Ｂ
）
方
式
は
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
考
え
る
。

私
は
従
来
方
式
の
設
計
・
施
工

分
離
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

見
解
を
求
め
る
。
形
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｃ
Ｍ
）
業
務
を
導
入
す
る
な

ら
、
基
本
設
計
委
託
事
業
者
の

選
定
と
工
事
監
理
業
務
の
期
間

も
委
託
す
べ
き
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
担
当
課
長　

契
早
期
建
設
と

受
注
者
の
責
任
の
下
で
契
約
金

額
の
範
囲
内
で
事
業
進
捗
が
図

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
形
上
流

工
程
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
高
い

効
果
を
発
揮
す
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
速
や
か
な
着
手
の
た

め
に
基
本
設
計
委
託
事
業
選
定

に
Ｃ
Ｍ
が
関
わ
る
こ
と
を
断
念

し
た
。

新
庁
舎
・
新
福
祉
会

新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館館

建
設
問

建
設
問
題題

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

　

虚
契
当
初
の
財
源
計
画
で
は

地
方
債
（
借
金
）
は　

億
円
を

３１

見
込
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
が　
２５

億
円
急
増
し　

億
円
に
な
っ
て

５６

い
る
原
因
は
。
形
図
書
館
本
館
、

公
民
館
本
館
、
東
小
金
井
駅
前

文
化
施
設
な
ど
の
基
幹
的
市
民

サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
は
整
備
の

見
通
し
が
な
い
。
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
市
長
は
床
面
積
１
万
２

千
釈
を
計
画
し
て
い
る
が
、
現

在
の
本
庁
舎
と
第
二
庁
舎
の
床

面
積
の
合
計
（
９
千
釈
）
程
度

に
圧
縮
し
、
３
千
釈
は
図
書
館

本
館
に
し
て
は
ど
う
か
（
現
在

の
図
書
館
本
館
は
千　

釈
）。

８００

　

企
画
財
政
部
長　

契
機
能
等

が
固
ま
り
、
事
業
費
が
固
ま
っ

て
く
る
中
で
、
庁
舎
・
福
祉
会

館
・
清
掃
関
連
施
設
の
課
題
の

解
決
を
考
え
た
結
果
で
あ
る
。

形
現
在
の
庁
舎
は
執
務
室
が
狭

隘
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

　

許
組
織
改
正
に
向
け
て
、
議

会
事
務
局
と
監
査
委
員
事
務
局

を
統
合
、
総
務
課
と
選
挙
管
理

事
務
局
を
統
合
し
て
は
ど
う
か
。

議
会
事
務
局
と
監
査
委
員
事
務

局
の
繁
忙
期
は
ず
れ
て
い
る
。

ま
た
、
武
蔵
野
市
で
は
総
務
課

が
選
挙
管
理
事
務
局
を
兼
ね
て

い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

事
例
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

　

距
農
工
大
北
側
の
歩
行
者
・

自
転
車
通
路
（
市
道
）
は
、
プ

ラ
タ
ナ
ス
も
あ
り
、
帯
状
公
園

と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

現
時
点
で

は
難
し
い
。

市
庁
舎
建
設

市
庁
舎
建
設
はは

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底
をを

森
戸
洋
子

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

京
王
バ
ス
が
４
月　

日
か
ら

１６

ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
行

っ
た
が
、
多
く
の
高
齢
者
が
困

っ
て
い
る
。
契
市
は
知
っ
て
い

な
が
ら
、
な
ぜ
主
体
的
に
対
策

を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。
形
狛

江
市
や
国
立
市
が
実
施
し
て
い

る
よ
う
に
、
コ
コ
バ
ス
で
シ
ル

バ
ー
パ
ス
を
早
急
に
使
え
る
よ

う
に
し
な
い
か
。
径
東
町
１
丁

目
、
５
丁
目
に
コ
コ
バ
ス
ミ
ニ

を
走
ら
せ
る
こ
と
を
再
度
求
め

る
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
昨
年　
１０

月
に
京
王
バ
ス
か
ら
減
便
の
報

告
を
受
け
た
。
コ
コ
バ
ス
と
の

一
部
競
合
に
よ
り
、
採
算
が
見

込
め
な
い
こ
と
、
運
転
手
の
人

員
不
足
に
よ
り
路
線
の
維
持
が

困
難
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

３
月　

日
に
開
催
し
た
地
域
公

２３

共
交
通
会
議
に
て
報
告
し
、
特

段
の
意
見
等
は
な
か
っ
た
。
形

本
年
度
よ
り
実
施
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
事
業
に
お
い

て
、
ル
ー
ト
や
運
行
本
数
な
ど

総
合
的
に
見
直
す
予
定
で
あ
る
。

本
事
業
に
お
い
て
の
テ
ー
マ
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。
現
状
の

運
行
状
況
の
整
理
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

福
祉
施
策
等
の
観
点
も
踏
ま
え

た
上
で
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。
径
需
要
や
必
要
性
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
し
た
上
で

判
断
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
ご
み
の
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
今
後
に
つ

い
て
、
財
政
問
題
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

京
王
バ
ス
ル
ー
ト
変
更
に

京
王
バ
ス
ル
ー
ト
変
更
に
伴伴

う
市
の
対
応
に
つ
い

う
市
の
対
応
に
つ
い
てて

●委員会の視察先とテーマ●

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

厚生文教委員会
　７月５日、６日
　▽千葉県柏市（高齢者福祉・地域

包括ケアシステムについて）
　▽長野県松本市（子どもの権利に

関する施策について）

建設環境委員会
　７月５日～６日
　▽奈良県生駒市（再生可能エネル

ギー導入による電力の地産地消
モデル）

　▽京都府京都市（無電柱化の推進
に向けた取組について）

総務企画委員会
　７月９日～１０日
　▽大阪府藤井寺市（公共施設保全

計画の更新方法の検討、広域連
携を進めるための課題抽出と解
決方策の検討）

議会運営委員会
　８月６日～７日
　▽静岡県藤枝市（決算特別委員会・

予算特別委員会・常任委員会の
チェックサイクルについて）

　▽三重県鳥羽市（ＩＴ化の推進に
ついて）

※過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）及び情報公開コーナ
ー（第二庁舎６階）で閲覧できます
※平成２９年度から行政視察報告書を市議会ホームページで公開しています。

「ふるさと府中歴史館」の
中にある公文書史料室


